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一
、

浜

松

市

方

言
の

ア

ク
セ

ン

ト

静
岡
県
西
部の
浜
松
市
を
中
心
と
す
る
地
方の
方
言
ア
クセ
ン
ト

は 、
一
見

東
京
式
ア
クセ
ン
ト

で
あ
る
が 、
少
し
く
わ
し
く
み
る
と
四
点
ほ
ど
の
独
特の

特
徴
が
み
ら
れ
る 。
ζ
れ
につ
い
て
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い

ふ
し
も
あ
る
の
で 、
乙
の
際 .さつ
と
列
記
す
る
と

付
二
拍
名
詞
は
東
京
ア
クセ
ン
ト
と
同
じ
く 、
⑥
O
O
(
無
核
型) 、
②
O

oJ
(

核
二
型) 、
①

O」
O

(
核
一

型
)

の
三

種
類
が
あ
る
が 、
と
れ
に
対

応
す
る
語
群に
お
い
て 、
い
わ
ゆ
る2
類
語
は
お
お
か
た
無
核
型
で
あっ
て

1
類
語
と
合
同
し
て
い
る
点
が
異
な
る 。

口

三

拍

名

詞

に

は
一

見

@

0

0

0

(

無

核

型
)
、

③

O

O

O
」

(
核

三

型
)
、

②
O

OJ
O
(
核
二
型)
、

①

OJ
O
O
(

核
一

型)
の
四
種
類
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が 、
核二
型
に
発
音
さ
れ
る
語
は
「
薬 。
狐」
と
いっ
た
少
数

の
語 、
つ
ま
り
第
て
ニ
拍
と
もに
無
声
子
音
狭
母
音
で
あっ
て
第一
拍の

母
音
が
無
声
化
す
る
も
の
等に
限
ら
れ
る
と
い
うと
と
が
あ
る
の
で 、
高
度

の
抽
象レ
ベ
ル
に
お
い
て
は 、
無
核 、
核
て
核三
の
三
種
類
し
か
な
い
と

み
るζ
と
が
で
き
る
(
東
京
で
核

二
型

の
語
「
心
。

一

時 。
六
度」
な
ど

は
、

お
お
か
た
核一
型
で
発
音
す

る) 。

山

幸

洋

口

白
三
拍
用
言に
無
核
型
と
有
核
型
(い
わ
ゆ
る
起
伏
型)
の
二
種
類
が
あ
る乙

と
は
東
京
と
同
じ
で
あ
る
に
し
て
も 、
そ
の
後
者
は一
部
(
第一
拍
の
母
音

が

無
官
同

化

す

る

「
深

い
。

近
い
」)

を

除

い

て
、

①

O
J

O

O

(
核
一

型
)

で
あ
る 。
例
「
起
き
る 。
食べ
る 。
早い」
(
東
京で
は
終
止
形
は
② 、
連

用
形
は
①で
あ
る
が
、

浜
松で
は
両
方
と
も
①)。

伺
無
核
型
の
語
の
派
生
文
節
(と
乙
で
は 、
名
詞プ
ラ
ス
助
詞 、
用
言
プ
ラ

ス
助
詞
あ
る
い
は
そ
の
活
用
形)
も
多
く
無
核
型
で
発
音
さ
れ
る 。
例
え

ば 、
水デ
モ 、
水ジ
ャ
1

(
水で
は) 、
左
デ
モ 、
左
ジ
ャ
l 、

行
クニ
ヤ

l
(
行
く
に
は) 、
行
キャ
l

(
行
け
ば) 、
遊
ブニ
ャ
l 、

遊ヒ
ャ
l 、

赤

ク
テモ 、
赤
ケ
リャ
l

等 、
すべ
て
⑥ 。

以
上
の
う
ち 、
全
国
的
見
地
か
らつ
と
に
注
目
さ
れ
て
き
た
と乙
ろ
は
付
で

あっ
た 。
二
拍
語の
ア
クセ
ン
ト

体
系に
お
い
て
「
抜
が
あ
る
か
な
い
か 、
あ

れ
ば
ど
こ
に
あ
る
か」
と
い
う
よ
う
な
型
の
違
い
か
た
の
性
質や
種
類の
関
係

注ー

を
弁
別
型
体
系
と
い
い 、
そ
れ
に
対
応
す
る
語
類の
関
係
を
類
別
体
系
と
い
う

と
す
れ
ば 、
当
方
言
は
弁
別
型
体
系
を
東
京
語
と
同
じ
く
し
な
が
ら 、
類
別
体

系
を
異
に
す
る
とと
ろに
個
性
が
あ
る 。
東
京の
類
別
体
系
は 、
1
/2
3

/

4
5
な
の
だ
が 、
浜
松の
は 、
1
2
/3
/4
5
で
あ
る 。
乙
の
方
言の
二
拍

名
詞
ア
クセ
ン
ト

体
系の
類
別 、
弁
別
の
両
面
を
結
びつ
け
た
形
で 、
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1
2
0
0
/3
0
0」
/4
5
0」
O

と
あ
ら
わ
す乙
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
実
は
類
別 、
弁
別
の
両
面に
分
解
する

ζ
と
が
で
き
る 。
方
言の
事
実
が
そ
れ
を
気づ
か
せ
た 。
類
別
と
弁
別の
結
び

つ
き
も
結
局 、
言
語
に
とっ
て
の
溶
意
的
な
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

今 、
上
記
付
の
特
徴
を
有
す
る
方
言の
区
域
を
第1
図
の
よ
う
に
表
わ
し 、

説
明
をの
ち
ほ
ど
述べ
る 。
乙
の
問
題
と
あ
ま
り
関
係
は
な
い
が 、
静
岡
県
西

部
の
方
言
の
状
態
(
周
囲
と
い
か
に
異
な
り 、
ま
た
異
な
ら
な
い
か)
の
参
考

に
供
する
意
味で 、
同
白
骨
の
特
徴
傾
向の
分
布
も2、
3、
4
図
と
し
て
掲

げ
る 。
付
t

帥
すべ
て
が
異な
る
分
布
を
描
く
の
は
方
言
的
特
徴の
伝
播
と
い

う
も
の
が 、
拡
張
に
し
ろ
絡
少
に
し
ろ 、
い
つ
も
個
有の
歴
史
的
経
過
を
伴な

っ
た
乙
と
を
物
語っ
て
い
る
が 、
同
時に 、
各
種
の
特
徴
が
い
ず
れ
も
浜
松
市

を
中
心
と
し
て
い
るζ
と
が一
応
注
目
さ
れ
よ
う 。
ま
た 、
第1
図
の
中
枢
地

区
の
両
極に 、
1
2
/3
4
5
の
方
言
が
位
置
す
る
の
は
ど
うい
う
因
縁か 。

横
線
中の
点々
を
加
え
た
部
分
が
そ
の
地
で 、
一
は
大
井
川
上
流
に
近
い
山

村 、
榛
原郡
中
川
根
町
水
川 、
上
長
尾 、
高
郷
と
い
う
限
ら
れ
た
地
点の
方
言

(
乙
の
隣
に一
型
ア
ク

セ
ン
ト

地
帯
が
あ
る) 、

1
2
0
0
/3
4
5
04
0 

で
あ
る 。
次
は 、
浜
名
湖
畔 、
東
岸の
舞
阪
町 、
雄
踏
町
及び
浜
松
市
新
市
域

(
浜
松
西
地
区
と
い
う)
の
方
言

1
2
0
0
/
3
4
5
04
0
(但
し 、
助
詞
が
つ
く
と
O
OJ
V)

と 、
浜
名湖
西
南
の一
角 、
新
居
町
新
居 、
内
山 、
橋
本 、
松
山
と
い
う
狭
い

区
域の
方
言 、

1
2
0
0
/3
4
5
0
04 

で
あ
る 。

私
は 、
右
の
よ
うな

限
ら

れ
た
地
域に
お
け
る
ア
クセ
ン
ト

体
系
本
位の
方

. . 一 ・. 一 司 . ー 、‘、 ・、 ‘ 、 ・. . 、・ ' 町、 . ‘ J、 . 、、J

‘ 。 ，ー '
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一言
的
事
実
も 、
言
語
地
理
学の
対
象
と
し
て
取
上
げ
るべ
き
もの
と
見
て
い
る

が 、
同
様の
基
本
姿
勢
で
もっ
て 、
と
と
で
は
「1
2
類
合
同」
と
い
う
特
徴

面に
興
味
を
し
ぼっ
て
み
た
い 。
問
題
点
は
大
き
く
わ
け
で
二
つ
あ
る 。

一
つ
は
当
地
方に
お
け
る
2
類
語
ア
クセ
ン
ト

の
地
域
詳
細
か
ら

得
ら
れ
た

移
行
性
分
布
につ
い
て
と 、
も
う一
つ
は 、
全
国
視
野
の
も
と
に
抽
出さ
れ
る

遠
隔一
致
につ
い
て
で
あ
る 。

ニ 、
東
三
河 、
遠
江
方
言
圏

第1
図
に
示
し
た二
拍
名
詞1
2
類
合
同に
関
する
分
布
圏
は 、
主
と
し
て

静
岡
県
西
部
と
愛
知
県
東
部
で
あ
る 。
東三
河
は
愛
知
県に
あっ
て
も
い
ろ
い

ろ
な
点
で
尾
張 、
西
三
河
と
対
照
的
な一
函
を
な
し
て
い 、
考
古
学
そ
九伽
で

も 、
む
し
ろ
遠
江
と
の
親
近
性
を
い
わ
れ
て
き
た 。
三
遠
地
方
と
い
う
の
は
地

元
で
多
少
な
じ
み
の
あ
る
呼
称
と
も
なっ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が 、
方
言
に
お

い
て
も
し
ば
し
ばと
の
概
念
が
有
効
の
よ
う
だ 。
一
方で 、
た
と
え
ば
東
西
方

言
境
界
線の
話
題
で
知
ら
れ
る
糸
魚
川 、
浜
名
湖
線
に
代
表
さ
れ
る 、
静
問 、

愛
知
の
方
言
差
が
あ
る
と
い
う
の
に 、
一
方
で
は
「
母
音
無
声
化
の
強い
地

域」
(
第5
図) 、
「
連
母
音
融
合
の
少
な
い
地
域」
(同
図)
に
重
ね
て
と
の

「1
2
類
合
同
ア
クセ
ン
ト

地
域」
が
三
遠
地
方に
孤
立
し
て
い
る
の
は
き
わ

め
て
暗
示
的
で
あ
る 。

静
岡 、
愛
知
の
東
海
道
筋
と
い
え
ば 、
地
理
上
けっ
し
て
辺
境
と
は
い
え
な

い
恵
ま
れ
た
地
方で
あ
る
が 、
な
か
で
も
静
岡
県
西
部
(遠
江
地
方)
は 、
古

注3

代
に
お
け
る
浜
松
市の
今の
伊
場
遺
跡
を
中
心
に 、
き
わ
だっ
て
中
央に
近
い

勢
力
が
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
る 。
現
在
の
方
言
の
状
態
と
考
古
学
な
ど
の
事

実
と
の
関
係
論
議
はつ
つ
し
む乙
と
に
し 、
ふ
た
た
び2
類
語
ア
クセ
ン
ト

の

舟24

事
実
に
的
を
し
ぼ
ろ
う 。
こ
れ
ま
で
に
い
くつ
か
の
札一告
が
あっ
た 。
た
だ
い

70 
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アクセントにおける移行性分布の解釈

ず
れ
も
東三
河
側 、
遠
江
側
別々
だっ
た
の
で 、
私は
そ
れ
ら
か
らの
ヒ
ン
ト

注5

を
得た
上
で
両
側
を
総
合
し 、
地
点
と
語
例
を
増や
し
て
み
た
の
で
あ
る 。
す

る
と 、
乙
の
地
方
で
は
同
じ2

類
語
で
も 、
ほ
と
ん
ど
すべ
て
を
⑥に
い
う
地

域
と 、
語
に
よっ
て
共
通
語
と
同
じ

②に
い
う
地
域
と
が
あ
る 。
そ
れ
が 、
全

分
布
図の
中
央
部に
対し
東
西
北の
周
辺
部に
お
い
て
ーー

と
い
うと
と
は 、

共
通
語
と
同
じ
体
系1
/2
3
/4
5
の
方
言
区
域
と
接
近
す
る
に
し
た
がっ

て
②の
語の
増
え
る
状
況
が
顕
著で
あ
る 。
そ
れの
総
合
図
が
第1
図
な
の
で

あ
り 、
一
一語一
語
を
分
解
し
描い
て
第6
1日

図
(スペ
ー

ス
上 、
二
語
ずっ

と
し
た)
の
よ
うに
な
る 。
線
を
入
れ
た
範
囲
が
⑥に
い
う
地
域 、
白い
部
分

が
②に
い
う
地
域で
あ
る 。
と
の
現
象
は 、
お
し
なべ
て
地
域
内に
お
け
る
動

揺 、
つ
ま
り
個
人
差
と
か
不
確
か
な
反
応
が
少な
い
の
で 、
調
査
自
体
は
容
易

だっ
た 。
全
般に
共
通
語
化の
は
げ
し
い
昨
今に
お
い
て
も 、
か
な
り
確
固
と

し
た
分
布
図
が
描
け
た 。

な
お 、
い
わ
ゆ
る2
類
語
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
語
と
し
て
次の
よ
う
な
も

の
が
更に
あ
る
が 、
乙
と
で
は
取
り
あ
げ
な
い 。
理
由
と
分
布の
概
略
を
述べ

て
お
く 。

「
沖 。
寺 。
町 。
村 。
癒」
は
ほ
ぼ
全
域
②
(
稀
に
⑥
あ
り)
「
昼」
は
⑥
②

①
が
い
り
乱
れ
て
分
布
不
確
実 。
乙
れ
ら
は
日
常
語
と
し
て
必
ず
し
も
使い
っ

け
な
い
語
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う 。
「
沖」
は
海
岸
以
外
無
縁の
語 。

「
寺 。
昼」
の
通
常
語
は
「
お
寺 。
お
昼」
で
あ
ると
と 。
「
町 。
村」
も
比
較

的
新
し
い
概
念
(ふつ
う
は
自
分
達
の
住
む
とと
ろ
も
地
名そ
の
もの
で
呼
ぶ

習
慣)
で
あ
る
乙
と
な
ど
の
ゆ
え
に
よ
る
と
み
た
い 。

「
家 。
人 。
嫁」
は
全
域
⑥
(た
だ
し
「
家 。
人」
は
「そ
の
家 。
そ
の
人の

よ
う
に
被
修
飾韮同
化
し
た
場
合
②と
な
る)
で
あ
る
が 、
ζ
れ
らの
誇
は
東
京

で
も
⑥の
よ
う
だ 。

「
北 。
虹」
は
浜
名
湖
西
と
豊
橋市
周
辺
に
限
り
⑨で
あ
る
ζ
と
に
注目
し
た

内功JFho

い
とこ
ろ
で
あ
る
が 、
東
京で
も
新
し
い
傾
向
と
し
て
⑥
が
あ
る
と
い
う 。

かど
しも
か-hv

「
舵。
円。
下 。
殻。
杭 。
為 。
蔦」
は 、
小
稿
で
扱
う
十
八
諮
に
準じ 、
束

三
河 、
遠
江
で
⑥
が
有
力
な
語
で
あ
る
が 、
調
査
途
中で
加え
た
語
で
あ
り 、

詳
し
い
分
布
を
報
告
する
に
至
ら
な
い 。

だに

「
申中 。
塚 。
盃」
も
同
様で
あ
る
が 、
⑨の
分
布
が
や
や
狭
く 、
前
述
「
北」

の
よ
うに
区
域
が
偏る
と
み
ら
れ
る 。

以
上
で
あ
る 。

うえ
した

さ
て 、
一一語
単
位の
地
図
は
「
上 。
下」
「
夏 。
冬」
と
い
うセ
ッ
ト
の
語

を
除い
て 、
と
と
ご
と
く
異
な
る
分
布
相
を
描
くζ
と
を
強
調
すると
と
も
必

要
だ
が 、
浜
松
市
や
浜
名
湖
を
中
心に
遠
江
と
東三
河
に
ま
た
が
る
と
い
う
点

で
同
趣
向のパ
タ
ー
ン
を
示
す乙
と 、
ま
た 、
対
象の
項
目
が
すべ
て
い
わ
ゆ

る2
類
語で
あ
る
と
い
う
点
を
と
れば 、
当
然 、
すべ
て
を
総
合
すると
と
に

意
義
が
あ
る 。
一
枚
だ
けの
地
図
を
見
た
限
りで
は 、
そ
の
語の
そ
の
ア
クセ

ン
ト
と
そ
の
地
域
の
結
びつ
き
は
何
も
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど 、
十
八
語
を
重
ね

る
乙
と
に
よっ
て 、
そ
の
分
布の
意
味
す
る
とζ
ろ
が
わ
かっ
て
く
る 。
す
な

わ
ち 、
天
竜
川
以
西
や
浜
名
湖
周
辺
を
中
心
と
す
る
区
域で 、
2
類
語の
ア
ク

セ
ン
ト
は
「
類
単
位」
に
お
い
て
無
核
型
⑥で
あ
る 。
そ
し
て
そ
の
外
周
部は

ほ
ぼ
乙
れ
に
準じ
な
が
ら一一語
単
位で
少
し
ずつ
⑥
を
失
な
い
②
を
増や
すた

め
に
類
別
が
乱
れ
て
い
る 。
そ
し
て
東三
河 、
遠
江の
圏
外に
出る
と 、
東
京

と
同
じ
1

/2
3
/4
5
の
体
系の
完
成に
至
る
の
で
あ
る 。
と
の
現
象
は 、

ア
クセ
ン
ト
に
特
有
と
さ
れ
る
自
律
変
化
に
よっ
て
は
絶
対に
起
り
得な
い 。

1
2
合
同
方
言
圏
と 、
2
3

合
同
方
言
圏の
接
触に
よっ
て
の
み
産
み
だ
さ
れ

た
結
果で
あ
るζ
と
は
うた
が
い
な
い 。
そ
れ
が
お
そ
ら
く1
2
方
言
圏の
後

退
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
も 、
そ
の
原
因
は
まっ
た
く
言
語
地
理
学
的な
理
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②漸増一覧

1 2 3 4 
Aコース

上下夏冬岩 梨 歌雪 川胸橋石肘旗

5 6 7 8 
Bコース

上下夏冬岩 梨歌 )11胸 雪橋石肘 旗音弦紙型

9 10 
Cコース

上下 夏冬岩梨歌川雪 胸橋石肘旗音弦紙型

11 12 13 14 15 
Dコース

司大 夏冬岩川橋 上下石胸 旗型 肘雪 音弦紙梨

16 17 18 19 20 34 35 
Eコース

歌上下 夏冬・ * * 電極
梨雪$旗肘 川胸音 型弦橋岩 石紙

22 23 24 25 26 
Fコース 事

雪 岩型 旗 胸 肘 ) 11弦 橋音

27 28 29 30 31 32 33 
Gコース • 

正山玉 型旗 肘 胸 橋 弦)11 音

〔別表〕

由
に
よっ
て
い
る 。
ど
うし
て
そ
うな
の
か
と
い
うと 、
外

周1
/2
3

方
言
と
の
対
立
点で
あ
る2
類
語
に
の
みと
の

よ
うな
変
化
が
起
き
て
い
る
と
い
う乙
と
か
ら
そ
う
説
明
さ

れ
る
の
で
あ
る 。

第1
図
は
次に
示
す
地
点
詳
細
と
照
合し
て
見
て
頂
き
た

い 。
ま
ず 、
濃い
線の
範
囲で
あ
る
中
心
部
は 、
「
静
岡
県

側」
浜
松
市 、
浜
北
市 、
湖
西
市
(白
須
賀
地
区
除
く) 、

いはさ

いわた
たつやま

天
竜
市 、
浜
名
郡
全
域 、
引
佐
郡
全
域 、
磐
田
郡
竜
山
村 、

佐
久
間
町
浦
川
地
区
と 、
「
愛
知
県
側」
豊
橋
市
石
巻
地
区 、

しんしろ

したb
ほうらい

ルみやま

新
城
市 、
南
設
楽
郡
鳳
来
町 、
北
設
楽
郡
東
栄
町 、
富
山
村

で
あっ
て 、
図
に
書
き
入れ
た
区
分の
数
字
が
あ
ら
わ
す
地

点
名
は
次の
通
り 。
A
IG

の
グ
ル
ー

プ
化
は
「
別
表」
と

対
応
する 。
参
照
さ
れ
た
い 。

〔A〕
1

静
岡
県
湖
西
市
白
須
賀
地
区 。
2

愛
知
県
豊
橋

市
(
石
巻
地
区
除
く) 、

宝
飯
郡
小
坂
井
町 。
3
渥
美

郡
田
原
町 、
赤
羽
根
町
(束
部) 。
4
赤
羽
根
町
(
西

部) 。

〔B〕
5

宝
飯
郡一
宮
町 。
6

豊
川
市 。
7
御
津
町 、

蒲
郡
市
大
塚
地
区 。
8

音
羽
町 。

〔C〕
9

南
設
楽
郡
作
手
村 、
北
設
楽
郡
設
楽
町
(
名
倉

地
区
除
く) 、
津
具
村 、
豊
根
村 。
叩
設
楽
町
名
倉
地

区 。
〔D〕
日
静
岡
県磐
田
郡
佐
久
間
町
(浦
川
地
区
除
く) 、

うぐす

水窪
町 o
U
長
野
県下
伊
那
郡
天
竜
村
坂
部 、
飾品
巣
地

区 o
m
天
竜
村
平
岡
地
区 、
南
信
濃
村 o
U
上
村 。
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あさげ

うるぎ

お
阿
南
町
旦
開
地
区 、
売
木
村 。

〔E〕
日
静
岡
県
周
智
郡
春
野
町 、
森
町 、
袋
井
市 、
磐
田
郡
掛
塚
町 、
豊
田

村な
ど 、
磐
田
市 、
榛
原
郡
中
川
根
町
水
川 、
上
長
尾 、
久
保
尾
な
ど 。
げ

中
川
根
町
瀬
沢 、
下
長
尾 。
均
三
ツ
問 。
日
久
野
脇 。
却
下
泉 、
塩

つづら

じ
伝

郷 。
幻
川
根
町
葛
能 。
鎚
中
川
根
町
地
名 、
川
根
町
笹
問
地
区 、
島
問

市
(大
長
地
区
除
く) 、

藤
枝
市 、
焼
津
市 、
志
太
郡
岡
部
町 。
お
静
岡

市
(一
型
ア
ク
セ
ン
ト
地
帯
除
く
全
域) 。う

かり

〔F〕
(M
M
お
はE
と
共
通)
沼
袋
井
市
字
苅
地
区 。
お
掛
川
市 o
M

につきか

掛
川
市
日
坂
地
区 。
お
金
谷
町 、
川
根
町
家
山
な
ど 。
白
川
根
町
身
成

地
区 、
島田
市
大
長
地
区 。

〔G〕
(m
M
お
は
B
と
共
通)
幻
小
笠
郡
大
須
賀
町
横
須
賀
地
区 。
郡
大

須
賀
町
大
淵
地
区 、
大
東
町
土
方な
ど o
m
小
笠
町 、
菊
川
町 、
大
東
町

三
俣
な
ど 。
叩
浜
岡
町 、
菊
川
町
奈
良
野
な
ど 。
但
御
前
崎
町 、
相
良

町 。
沼
榛
原
町 、
吉
田
町 。
お
大
井
川
町 。

以
上
各
地
点ど
と
の
方
言
差
(十
八
語
に
対
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
⑥
②
の
対

応
の
し
か
た
の
違い)
は
別
表
(一
覧
表)
に一
括
し
て
示
す 。
表
に
入れ
た

数
字
は
第1
図
中の
地
点
番
号に
対
応
し 、
前
記
詳
細に
掲
げ
た
地
点
名
を
意

味
す
る 。
表
の
見
方は 、
ま
ず 、
十
八
語
全
部
を
⑥に
い
う
中
心
部に
対し 、

地
点ー
で
は
「
上 。
下 。
夏 。
冬 。
岩」
を
②に
い
う 。
地
点2
は 、
そ
れ
に

加
え
て
「
梨」
を
②に
い
う 。
地
点3
は
更に
そ
れ
に
加
え
て
「
歌 。
雪」
を

②に
い
う 。
地
点4
は
更に
六
語
が
加
わ
り 、
圏
外に
至っ
て
残
り
全
部
②と

なっ
て
⑥
は
な
く
な
る 。
地
点l
l4

をA
コ
l

ス
と
み
な
し 、
以
下 、
地
点

5
以
下
に
も
そ
の
よ
う
な
関
係
をG
コ
i

ス
ま
で
認
め
る
と
と
が
で
き
る 。
こ

う
し
て
②
が
増
え
⑥
が
減る
方
言の
様
相
が
地
理
的な
順
に
従っ
て
変ると
と

が
わ
かっ
た 。
お
ど
ろ
く
ほ
ど
に
整
然
と
し
て
い
る
が 、
表の
う
ち
語
に
与
え

た
*
印は
ア
クセ
ン
ト

の
併
用
が
あ
る
もの
と
認
め
た 。
た
と
え
ば 、
日「
冬」

は
そ
の
地
点
で
そ
の
語
を 、
個
人
に
よ
っ

て
⑥に
も
②に
もい
う 。
そ
の
地

点 、
そ
の
語に
限っ
て
⑥
か
②
か
を
迷
っ

て
し
ま
う
個
人
も
あ
るこ
と
が
あ

る 。
ζ
乙
に一
種の
あい
ま
い
化
が
あ
る
と
い
うべ
き
か 、
総じ
て
境
界
地
点

特
有の
現
象
と
見
受
け
た 。
い
ずれに
せ
よ
右の
よ
うに
し
て
得
られ
た
七コ

ー
ス
の
「
②
漸
増ル
l
ト」

は 、
-

/2
3

方
言の
進
入
経
路
な
の
か
と
思い

を
め
ぐ
ら
すこ
と
も
興
味
し
ん
し
ん
で
あ
る
が 、
渥
美
半
島の
先
端の
解
釈に

苦
し
む
と
い
う乙
と
も
あ
る 。
ま
た 、
単
語
で
い
う
と 、
「
梨」
は
山
梨
県
長

内主"'

野
県で
も
⑨
が
多い
よ
うで
あ
り 、
静
岡
市
寄
りの
地
域の
よ
うに「
梨 。
紙」

以
外は
②
と
い
う
地
点担
お
は 、
も
は
や
1
2

/3
方
言
と
は
い
え
な
か
ろ

.つ 。こ
乙
で
は 、
こ
の2
類
語
ア
クセ
ン
ト

の
分
布の
よ
うに 、
右か
ら

左へ 、

左か
ら
右へ 、
方
言の
体
系
的
変
移
が
地
理
に
投
影
す
る
あ
り
さ
ま
を 、
移
行

性
分
布
と
名づ
け
る 。
定
義
と
し
て
は
「
連
続
的に
移
り
か
わ
る
分
布」
と
し

て
お
く 。

、

外

輪

式

東

京
ア

ク
セ

ン

ト

東三
河 、
遠
江
と
同
じ
よ
う
に
二
拍
名
詞
類
が
合
同
し
て
い
る
方
言
は 、
全

国
四
方
向
に
あ
るζ
と
が
わ
かっ
て
い
る
が 、
そ
れ
が
大
方 、
東
京
式
弁
別
体

系
を
もっ
方
言で
あ
る乙
と
は
注
目
すべ
き
もの
で
あ
る 。
な
か
で
も
北
九
州

北
東
部の
大
分
県
か
ら
福
岡
県
小
倉に
か
け
て
の一
帯
と 、
新
潟
県
中
部
か
ら

長
野
県
北
部に
か
け
て
の一
帯の
もの
な
ど
は
「三
遠」
と
同
じ
く

完
全
な
東

京
式
弁
別
ア
クセ
ン
ト

で
あ
る 。
岩
手
県
海
岸
部
も
そ
うだ
と
い
う 。
次に
島

根
県
出
雲 、
新
潟
県
北
部
か
ら
東
北
地
方一
円
(一
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
除
く) 、

更に
北
海
道に
か
け
て
は 、
東
京
式
弁
別
に
母
音の
広
狭
が
か
ら

む
(一
般
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.、

全国アクセント分布分解図( 1 ) 第14図

J 
1 2合同アクセント

一型アクセント

茸茸
• 

に、
1
2
0
0
/
3
0
0」
/4
5
0」
O

但
し
第
二
拍
に
広
母
音
が
入っ
て
い
る
と

0
0」)
し 、
九
州
博
多
地
方の
よ
う
に

無
核
型
を
も
た
な
い
体
系1
2
0
0J
/

3
4
5
0J
Oの
よ
う
な
も
の
な
ど
が
あ

り 、
鹿
児
島
県 、
長
崎
県
等の
方
言
は
核

を
持
た
な
い二
型
ア
クセ
ン
ト1
2
〆
O

O
/3
4
5
、
0
0で
あ
っ
た
り
す
る

(
以
上
弁
別
体
系
に
つ
い
て
の
詳
細
は
省

略
の
ま
ま)
け
れ
ど 、
以
上
の
各
地
方
言

を1
2
類
合
同と
い
う
観
点
か
ら
第U
図

に
あ
ら
わ
し
て
み
た 。
新
潟
か
ら
東
北 、

北
海
道
は
地
理
的
に
連
続
す
る 。
九
州

は 、
た
す
き
状に
横
断
し
て
い
る一
型
ア

クセ
ン
ト

地
帯
を
除
け
ば
や
は
り一
団
を

な
す
と
み
て
い
い
だ
ろ
う 。
沖
縄
も
九
州

につ
づ
く 。
合
計
す
れ
ば
か
な
りの
面
積

に
支え
ら
れ
た
有
力
な
グ
ル
ー

プ
と
い

え 、
と
れ
が
日
本の
東
西
南
北
四
方
面に

分
散しつ
つ
もそ
れ
ぞ
れ
広
域に 、
そ
の

上
で
遠
隠一
致
する 。
こ
の
分
布
は 、
日

本の
方
言
ア
クセ
ン
ト

中 、
一
型ア
クセ

ン
ト

の
分
布パ
タ
ーン

に
匹
敵
す
る
と
い

っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う 。
そ
の一
型
ア
ク

セ
ン
ト

が 、
越
後 、
奥
羽
の
隣
(
宮
城 、
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福
島
な
ど
て
遠
江の
隣
(
大
井
川
上
流) 、
九
州
と 、
い
ず
れ
もこ
の
1
2
/

3
方
言
と
地
理
的に
連
続
し
て
い
ると
と
も
将
来 、
問
題
と
しよ
う 。

い
う
ま
で
も
な
く 、
日
本
方
言の
ア
クセ
ン
ト

分
布
は
注
目
すべ
き
もの
で

あ
る 。
乙
乙
に
い
う1
2
類
合
同
ア
クセ
ン
ト

の
成
立
も 、
そ
の
分
布
上
の
観

点
か
ら 、
単
純に
言
語
地
理
学
的
K
考
え
て
古い
と
想
像
し
て
良い
通
り 、
乙

れ
が
史
的
ア
クセ
ン
ト

研
究
か
ら
も
支
持
さ
れ
る 。
金
田一
春
彦
氏の
ア
クセ

ン
ト

区
分に
よ
る
と 、
東三
河 、
遠
江
は
九
州 、
出
雲 、
越
後
な
ど
と
同
格の

外
輪
式
東
京
ア
クセ
ン
ト

地
帯で
あ
る 。
外
輪
式
と
は
近
畿
地
方に
対
す
る
地

ゆ主。。

理
的
距
離
か
ら
み
た
て
て
の
命
名
で 、
金
田一
氏は
は
じめ「

私の
方
言
区画」

の
な
か
で 、
日
本
本
土
方
言
の
大
分
類
と
し
て 、
九
州 、
出
雲 、
奥
能
登一

部 、
東
北 、
北
海
道 、
静
岡
県
大
井
川
上
流 、
八
丈
島
等
を
外
輪
方
言 、
北
九

州 、
中
国
大
部 、
四
国
西
南
部 、
南
近
畿
吉
野
熊
野
地
方 、
中
部 、
北
陸 、
関

東
を
中
輪
方一言 、
近
畿
大
半 、
四
国
大
半 、
能
登
半
島
大
半
を
内
輪
方
言
と
し

た
地
図
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が 、
ア
クセ
ン
ト

の
問
題
が
百パ
ー

セ
ン
ト

重

視
さ
れ
て
い
た 。
一
型
ア
クセ
ン
ト

方
言
や
九
州 、
東
北
的
な
ア
クセ
ン
ト

の

方
言
は
外
輪 、
東
京
ア
クセ
ン
ト

的
な
方
言
を
中
輪 、
近
畿
ア
クセ
ン
ト

圏
を

判輪と
さ
れ
た 。
そ
の
ど 、
氏の
ま
と
め
ら
れ
た
「
ア
クセ
ン
ト

の
分
布
と
変

舟主ハヨ遷」
に
は
そ
の
お
考
え
が
いっ
そ
う
生
か
さ
れ
た
形で 、
一
型
ア
クセ
ン
ト

や

近
畿
ア
クセ
ン
ト

に
対
立
す
る
東
京
式
ア
クセ
ン
ト

が
さ
ら
に
内
輪 、
中
輪 、

外
輸に
わ
け
ら
れ
た 。
内
輪
式
は
ま
ず
「
尾
張 、
濃
飛」
「
奥
丹
後 、
但
馬や

岡
山
県
な
ど」
「
南
近
畿
吉
野
熊
野」
つ
ま
り
近
畿
地
方
と
接
す
る
地
帯の
ア

クセ
ン
ト

で
あ
る 。
中
輪
式
は
「
広
島 、
山
口
な
ど
の
中
国
中
西
部」
と
「
中

部
地
方か
ら
西
関
東
地
方一
帯」
の
標
準
的
東
京
ア
クセ
ン
ト

を
指
す 。
ζ
れ

に
対
し
外
輪
式
は
「
北
九
州
福
岡
県
東
部と
大
分
県」
「
束三
河 、
遠
江」
「
長

野
北
部 、
新
潟
中
部」
「
出
雲
東
部 、
鳥
取
県
西
部」
「
岩
手
県一
部」
を
指

す 。
こ
ち
ら
は二
拍
名
詞1
2
類
合
同
が
ポ
イン
ト

で
あ
る 。

乙
の
全
国ア
クセ
ン
ト

分
類
が 、
き
わ
めて
厳
然
に
し
て
かつ
興
味
深い
事

実に
基
い
て
い
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
全
国
方
言
ア
クセ
ン

ト
は 、
地
理
的
配
置
上 、
近
畿
式
||

内
輪
東
京
式
||

中
輪
東
京
式
||

外

輪
東
京
式
||

外
輪
東
京
式
変
種
(
東
北)
お
よ
び一
型
およ
び
九
州二
型
と

い
う
順
序
で
周
圏
的
分
布
を
な
し
て
い
る
と
い
う
事
実に
で
あ
る 。
こ
れ
ま
で

平
山
輝
男
氏
や
金
田一
氏に
よっ
て
改
訂
が
重
ね
ら
れ
た
全
国ア
クセ
ン
ト

分

布
図
は 、
昭
和田
年の
三
省
堂
「
明
解
日
本
語
ア
クセ
ン
ト

辞
典
第二
版」
表

紙
袋に
掲
げ
ら
れ
た
図
を
もっ
て
最
新の
結
論
が
打
ちだ
さ
れ
た
と
見る
が 、

そ
こ
に
は 、
日
本の
方
言
ア
クセ
ン
ト

に
お
け
る
周
圏
分
布
状
が
多
色
刷
りに

よっ
て
くっ
き
り
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る 。

四 、
逆
周
圏
論
不
成
立

現
代日
本
標
準
語
す
な
わ
ち
東
京
語の
ア
クセ
ン
ト

の
成
立
は 、
中
央
近
畿

の
ア
クセ
ン
ト

の
変
化の
結
果
だ
と
する
金
田一
春
彦
氏の
説
は 、
ア
クセ
ン

ト
の
全
国
分
布に
み
ら
れ
る
地
理
的
配
列
と 、
方
言
体
系
自
体の
連
続
性
が
う

ま
く
対
応
す
る
と
い
う
と乙
ろ
に
よっ
て
い
る 。
そ
の
根
拠
は
「ア
クセ
ン
ト

型の
種
類の
多い
複
雑
な
もの
か
ら 、
型の
種
類の
少な
い
単
純
な
ものへ
と

変
化
し
て
き
た」
「
京
都・
大
阪
を
中
心
と
して
近
畿
地
方
と
関
係の
深い
四

国・
北
陸に
は 、
型の
種
類の
豊
富
な
方
言
が
残っ
て
お
り 、
奥
羽
や
九
州
あ

る
い
は
隠
岐の
よ
う
な
遠
隔の
地
方
に
は
変
り
果
て
た
方
言
が
分
布し
て
い

る」
乙
れ
は
「
親
か
ら

子へ
の
伝
統の
受
継
ぎ
が 、
遠
隔の
地
で
は 、
あ
ま
り

注叩

熱
心
に
行
わ
れ
な
かっ
た
乙
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る」
と
い
う 、
い
わ
ば
逆

周
圏
論
で
あ
る 。
中
心
部
近
畿の
方
言
か
ら
遠
方に
あ
る
もの
ほ
ど
文
化
的
背

景
が
な
い
の
で
言
語
変
化
が
先
行
し

前
後
関
係上
は
新
し
い 。
近
畿
||

東
京
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ー一
型
と
い
う
周
問
客
室
続
関
係
と
み 、

出
ァ
クセ
ン
ト

は
東
京
式

tl

 

か
ら
変
化
し
た 。
東
京
式
は
近
畿
式
か
ら
変
化
し
た 。
そ
の
1

/2
3

/4
/

5
(近
級
式)

|↓
1

/2
3

/4
5

(
東
京
式)

|↓
(一
型)
と
い
う
順

当
な
「
型
の
減
少」
が
地
理
的
な
順
序
と
よ
く
対
応
す
る
と
い
うの
は 、
実に

単
純
な
解
釈
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

と乙
ろ
が
日
本の
方
言
ア
クセ
ン
ト

を 、

-
/2
3

/4
/5
(近
畿)
←

-
/2
3

/4
5
(内
輪
中
輸
東
京)
←

1
2

/3
/4
5
(
外
輪
東
京)
←

一
型
お
よ
び1
2

/3
4
5

(
九
州
二
型)

と
い
う
周
圏
分
布に
み
る
と
す
れ
ば 、
も
う1
/2
3

方
言
と1
2

/3
方
言

の
関
係
は
説
明
で
き
な
く
な
る 。
1
2

/3
方
言の
周
圏
遠
隔
分
布
事
実
お
よ

び
そ
の
広
域
分
布
事
実
を
過
小
評
価
す
る乙
と
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い 。
-

/

2
3

方
言
は
「
補
忘
記」
室
町
の
ア
クセ
ン
ト

につ
な
が
る
と
い
う
論
法
を
も

っ
て
す
る
と 、
外
側
の
1
2

/3
方
言は
「
名
義
抄」
平
安の
ア
クセ
ン
ト

に

結
びつ
け
る
ほ
か
な
く 、
1
2

/3
方
言
は
国
語
ア
クセ
ン
ト

史
上
の
古い
体

系
に
対
応
す
る
と
い
うこ
と
に
な
る 。
そ
れ
が
広
大な
地
域の
背
景
を
も
ち 、

言
語
地
理
的
な
遠
隔
符
合
を
する
点
は
重
大で 、
すで
に
徳
川
宗
賢
氏
が
そ
の

注目

疑
問
を
表
明
さ
れ
て
い
る 。

同
様の
関
係
は
「
内
輪
東
京」
と
「
中
輪
東
京」
の
あ
い
だ
に
も
あ
る 。
内

輪
東
京
式
(
名
古
屋 、
岐
阜 、
岡
山 、
十
津
川
な
ど)
は 、
ニ
拍
名
詞
ア
クセ

ン
ト

で
は
類
別 、
弁
別
と
も
に
中
輪
東
京
式
(
岡
崎 、
松
本 、
東
京 、
広
島
な

ど)
と
同
じ
だ
が一
拍
名
詞の
類
別
体
系
が
違
う 。
内
輪1
(
蚊)
/2(葉)・

3
(
木)
に
対し
て 、
中
輪1
2

/3
(外
輪
東
京
式
も
同
じ)
と
い
う
差
で

あ
る 。
-

/2
3
か
ら1
2

/3
が
生
れ
得
な
い
乙
と
は
明
白
だ
か
ら 、
内
輪

↓
中
輪と
い
う
図
式
もま
た
成
立
し
な
い 。
中
輸
は
内
輪よ
り
「
新し
く」
は

な
い
の
で
あ
る 。
二
拍
名
詞の
体
系の
み
を
と
り
あ
げて
い
る
限
りと
の
問
題

は
小
さ
い
か
もし
れ
な
い 。
し
か
し
元
来 、
内
輪と
中
輸の
区
分
は
「一
拍
名

詞」
の
類
別
体
系の
差
を
基
準と
し
て
の
分
類
で
あ
ろ
う
か
ら
そ
う
は
言
え
な

い
は
ず
で
あ
る 。
内
輪
中
輪
外
輸の
別
は
東
京
式
内
部の
問
題
だ
と
す
れ
ば
内

||ψ
中
|↓

外と
い
う
逆
周
閤
論
不
成
立
も
か
ま
わ
な
い
か
もし
れ
な
い 。
だ

が
逆
周
閤
論
は
そ
れ
ほ
ど
都
合の
良い
もの
だ
ろ
う
か 。

周
圏
分
布
と
い
え
ば
更に 、
い
わ
ゆ
る
霊
井
式ア
クセ
ン
ト
も
周
圏の一
環

を
に
なっ
て
い
る 。
垂
井
式ア
クセ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
の
は 、
岐
阜
県
西
美
濃

か
ら
滋
賀
県
東
北
部の一
画 、
福
井
県
西
部か
ら
兵
庫
県
西
部につ
づ
く
帯
状

地
域 、
和
歌
山
県
熊
野
川
西
岸
と 、
更に
は
四
国
愛
媛
県
西
部と 、
い
ず
れ
も

近
畿
ア
クセ
ン
ト

圏の
周
辺
ーーと

い
うよ
り 、
圏
外の
東
京
式ア
クセ
ン
ト

地
区
との
接
街
地
点に
の
み
存
在
する
ア
クセ
ン
ト

で
あっ
て 、
お
お
よ
そ1

4
0
0
/2
3
0」
O
/5
0
0」
と
い
う
体
系
の
ア
クセ
ン
ト

で
あ
る
(
西

濃
な
ど
1
4
/2
3
5
も
多い) 。
ζ
の
体
系
は 、
こ
れ
ま
で
「
型
の
少な
い

京
阪
式」
と
位
置づ
け
ら
れて
い
る
の
で
あ
る
が 、
私の
考
え
方で
は 、
類
別

お
よ
び
弁
別
体
系
と
の
組
み
合
わ
せ
は
近
畿
式κ
近い
が 、
弁
別
体
系
自
体
は

注u

東
京
式
と
同
質の
もの
と
い
う
方
言
で
あ
る 。
もしと
れ
を
近
畿
式の
範
ちゅ

う
か
ら
除
外
する
と
近
後ア
クセ
ン
ト

圏
は
縮
む 。
第日
図
参
照 。
い
ず
れに

せ
よ
ζ
の
垂
井
式の
地
理
的
位
置
も
ま
た
確
然
た
る
もの
で
あっ
て 、
隣
接
分

布
が
ア
クセ
ン
ト

変
化
の
軌
跡
を
な
す
と
い
う
金
田一
説
に
とっ
て
ゆ
る
が
せ

に
で
き
な
い
方
言だ
ろ
う 。
じ
じっ 、
-

/2
3

/4
/5(近
畿
式)
|↓1

4
/2
3

/5
(
垂
井
式)
は
可
能で
あ
る 。
とζ
ろ
が1
4
/2
3

/5
垂

井
式
か
ら1
/2
3

/4
5
の
東
京
式へ
の
変
化
は
成
立
し
な
い 。
と
う
な
る

と 、
以
上
み
て
き
た
近
畿
式
||

垂
井
式
||

内
輪
東
京
式
||

中
輪
東
京
式
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アクセントにおける 移行性分布 の解釈

-も

1 /23/4/5アクセント

1 4合同アクセント

' 
. 。

各

冒

-

全国アクセント分布分解図(2 ) 

o 'i# 

f 

第15図

(注) (1) (2)とも三省堂「明解日本語アクセン

ト辞典」第二版(金田一春彦監修， 秋永一校

編)の付図をもとにした(一部修正)。
、o�

||
外
輪
東
京
式
と
い
う
見
事な
周
圏
分
布
と 、
類
別
に
よ

る
変
化の
系
統づ
け
と
の
関
係の
多
く
は 、
説
明
さ
れ
得
な

い
の
で
あ
る 。
な
お
私
は 、
次の一
型
ア
クセ
ン
ト
の
成
立

につ
い
て
も
単に
「
型の
減
少に
よ
る
新
し
い
ア
ク
セ
ン

ト」
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で 、
東
京
式
|↓一

型
と
い
う

図
式に
も
懐
疑
的
で
あ
る 。
一
型
ア
クセ
ン
ト
そ
の
もの
が

「1」
な
の
で
な
く
「0」
す
な
わ
ち
弁
別
の
な
い
ア
ク
セ

ン
ト

で
よ炉内 、

日
本
語
の
類
別
に
対
応
し
な
い
方
言で
あ
る

と
み
て
い
る 。

次
に
も
う
ひ
とつ
の
難
関
は 、
1
2

合
同
の
東
京
式
ア
ク

セ
ン
ト
も 、
2
3

合
同の
東
京
式ア
クセ
ン
ト
も 、
同
じ
よ

う
に
東
京
式つ
ま
り 、
0
0
/
O
OJ
/
O」
O
と
い
う
弁
別

体
系
を
持っ
て
い
る
と
い
う
点に
あ
る 。
金
田一
説の
よ
う

に
名
義
抄
ア
クセ
ン
ト
か
らの
系
統で
あ
る
1
2

合
同
ア
ク

セ
ン
ト
も 、
補
忘
記
ア
クセ
ン
ト

か
らの
系
統
で
あ
る2
3

合
同
ア
クセ
ン
ト
も 、
閉
じ
弁
別
体
系
を
もっ
て
そ
れ
ぞ
れ

広
大
な
領
域
を
も
っ
と
い
うと
と
は
ど
うい
うζ
と
な
の

か 。
金
回一
氏に
よ
れ
ば 、
補
忘
記
ア
クセ
ン
ト
直
系
の
現

代
近
畿
ア
クセ
ン
ト

が 、
ア
クセ
ン
ト
の
山の
後
退
と
か
台

頭
と
か
の
何工
程
か
の
変
化
を
遂
げ
て
現
代
(中
輪)
東
京

式
ア
クセ
ン
ト
が
完
成し
た
と
い
うの
で
あ
る
が 、
外
輪
東

京
式
ア
クセ
ン
ト

が
そ
の
以
前に
待
ち
構
え
て
い
た 。

能
登
半
島や
紀
伊
熊
野
地
方や
隠
岐
島
に
お
け
る
変
化の

事
例
は 、
そ
れ
を
変
化
と
い
う
な
ら
ば
曲
芸
的
な
変
化
と
い

う
ほ
か
な
い
し 、
中
部
地
方 、
関
東
地
方 、
次
に
奈
良
吉
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野 、
次
に
中
国 、
土
佐
西
部
と
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
展
開
し
た
と
い
うの
は
驚
く

べ
き
偶
然一
致
の
笑
制切
で
あ
る 。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く 、
遠
江や
出
雲 、
北

九
州 、
新
潟
の
外
輪
東
京
式
ア
クセ
ン
ト

が
や
は
り
偶
然
に
も
存
在
し
て
い

た 。
私
に
は 、
東
京
式
ア
クセ
ン
ト

が
補
忘
記
ア
クセ
ン
ト

後の
成
立
と
い
う

ア
リバ
イ
は
刷
れ
る
よ
うに
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ

う
か 。
1
2
類
合
同
ア
クセ
ン
ト

が
投
げ
か
け
る
問
題
点
は 、
ひ
とつ
に
は
以

上
の
よ
う
な
ζ
と
が
あ
る 。

五 、
移
行
性
分
布の
成
立

移
行
性
分
布に
つ
い
て
ふ
た
た
び
い
う
な
ら
ば 、
遠
江 、
東
三
河
地
方に
お

け
る2
類
語
ア
クセ
ン
ト

の
状
態
が 、
異
な
る
体
系
ど
う
し
の
衝
突
と
解
せ
ら

れ
る
と
と
で
は
そ
の
異
な
る
体
系
の
両
立
を
想
定
す
る
意
味
を
もつ
だ
け
で 、

異
な
る
体
系の
前
後
関
係
を
決
定
す
る
に
は
至
ら
ず 、
そ
の
た
め
に
は
別
の
原

理
た
と
え
ば
瓜
圏
分
布の
よ
う
な
も
の
に
審
判
を
差
し
戻
す
よ
う
な
と
と
に
な注凶

る
だ
ろ
う
と
い
うζ
と
で
あ
る 。
ち
ょ
う
ど
奥
村
三
雄
氏
が
い
わ
れ
た乙
と

「一 、
二
の
方
言
的
事
実
か
ら
演
鐸
し
て一
般
的
な
方
向
を
論
ず
る
が
如
き
は

厳
に
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
は 、
乙
れ
に
当
て
は
ま
り
そ
う
だ 。
す
な
わ

ち 、
移
行
性
分
布に
対
す
る
解
釈
を
拡
大
し
て
全
国
分
布の
解
釈に
利
用
す
る

と
と
は
あ
り
え
な
い 。

た
だ
し

遠
江 、
束
三
河の
も
の
と
同
質の
分
布
相
は
全
国に
幾
例
か
あ
る
の

で
次
に
二
拍
名
詞
ア
クセ
ン
ト

に
限っ
て
そ
の
主
な
も
の
を
概
観
し
て
み
よ

'「ノ 。ま
ず 、
白
根
県
出
害
地
方で
圧
倒
的に
多
い
2

類の
⑥
は 、
東の
品
取
県
西

伯
郡
東
伯
郡
と
東
漸
す
る
に
従っ
て
⑥の
語
数
を
減
じ
②
が
増
え
る 。
同
様
に

西
の
石
見
東
部一世叩 、
南の
広
島
県
比
婆
郡
に
そ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
り 、
逮

注げ

江 、
東三
河の
様
相
と
酷
似
す
る乙
と
に
驚
く 。

長
野
県
北
部
の
川
中
島
平
で
は2
類
語
「
音。
琵 。
紙 。
胸 。
板 。
肘 。

注凶

岩 。
川」
の
八
語
の
分
布
が
調べ
ら
れ
て
い
る
が 、
北へ
向
うに
従
がっ
て
⑥

が
濃
く 、
南
下
す
る
に
従
がっ
て
②
が
濃
く
な
る 。
乙
の
分
布
が
越
後の1
2

/3
方
言
と
長
野
県
中
部の1
/2
3

方
言の
接
点
を
あ
ら
わ
すと
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う 。

同
様の
地
理
的
変
化
は2
類に
ば
か
り
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い 。
新
潟
県

東
蒲
原
郡
の
信
濃
川 、
阿
賀
野
川 、
加
治
川
流
域
地
方で4
5

類の
第二
拍
が

広
母
音の
語
「
鎌 、
外 、
蔭」
等
多
数
が
東
側
② 、

目開
①と
地
域
的に
わ
か

れ
る
そ
の
分
れ
方
が 、
や
は
り
単
語
単
位
漸
移
的
で
あ
る 。
②
が
東
北
地
方
ほ

と
ん
ど
全
域
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
る乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。

まっ
た
く
同
じ

現
象
が
出
雲
に
あ
る 。
2

類
語
⑥
よ
り
傾
域
は
狭い
が 、
出

雲
中
心
部
は4
5

類
(
広)
は
②で
あ
る
の
が 、
西
部
(
濁
臨時
郡
東
部)
南
部

注初

(
飯
西
郡
南
町附)
東
部(
美
保
関 、
鳥
取
県
境
港)
で
単
語
に
よっ
て
①
を
増
す 。

千
葉
県
夷
隅
郡 、
市
原
郡の
ア
クセ
ン
ト
も
ま
た4
5

類
(
広)
の
か
な
り

の
語
が
②
で 、
中
心
部
を
離
れ
る
に
従っ
て
①
に
転
化
す
る 。
千
葉
県に
行

注幻

な
わ
れ
て
い
る
標
準
東
京
式ア
クセ
ン
ト

の
影
響
と
み
る
の
が
自
然
だ
ろ
う 。

次
に
徳
島
県
吉
野
川
流
域
で
は3
類
語
に
お
け
る
①と
⑥の
衝
突
が
起
き
て

い
る 。
た
だ
し
と
れ
も
所
属
語
の
増
減
と
い
う
形
で
地
理
的
分
布に
変
化
を
お

乙
す
も
の
で 、
徳
島
市の1
/2
3

方
言
と 、
三
好
郡
池
臼
町
な
ど
の1
3

/

淀川“

2
方一言の
対
立
の
結
果
と
解
せ
ら
れ
よ
う 。

注お

と
の
ほ
か
岐
阜
県
西
濃
地
方
に
お
い
て
垂
井
式
ア
クセ
ン
ト

の
分
裂
が
あ

り 、
岡
山
県
東
端
の
三
石
町
方
言な
ど
の4
類の
分
解
も
兵
庫
県
垂
井
式ア
ク

注川副

セ
ン
ト

の
接
触
と
関
係
が
あ
る 。

さ
て 、
右
の
よ
う
な 、
地
理
的な
移
動
に
平
行
し
て
おと
る
方
言
体
系
内
部
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アクセントにおける移行性分布の解釈

の
語
類の
分
裂 、
再
統
合
と
い
う一
見
不
可
解
な
現
象
も 、
一
語一
語
が
地
を

這
う
よ
う
な
伝
播
侵
入
と
い
う
言
語
地
理
学
的
な
解
釈
を
導
入
す
れ
ば
き
わ
め

て
当
然
な
事
態
に
す
ぎ
な
い 。
学な
ど
と
い
う
以
前の
常
識
で
も
あ
ろ
う 。
し

か
る
に
ζ
の
稜の
考
え
は 、
全
国
各
地
の
ア
クセ
ン
ト

解
釈の
た
め
に
こ
れ
ま

で一
般
化
し
て
い
ず 、
代
りに
有
力
な
の
は 、
東
京
式ア
クセ
ン
ト

や一
裂
ア

クセ
ン
ト
に
か
か
わ
る
変
化
軌
跡
説
と
も
い
うべ
き
解
釈
案で
あっ
た 。
す
な

わ
ち 、
金
田一
春
彦
氏
は
能
登
地
方 、
熊
野
地
方
お
よ
び
隠
岐
島に
み
ら
れ
る

東
西
両ア
クセ
ン
ト

の
中
間
方
言
を 、
い
ず
れ
も
近
畿
式
か
ら
東
京
式へ
変
化

す
る
過
程
の
ア
クセ
ン
ト

が
化
石
的に
残っ
て
い
る
も
の
と
位
置づ
け
ら
れ 、

平
山
輝
男
氏
は一
型ア
クセ
ン
ト

周
辺
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
あ
い
ま
い
ア

クセ
ン
ト」

を
多
型
か
ら一
型へ
変
化
す
る
過
程
と
規
定
さ
れ
た 。

三
遠 、
出
雲 、
北
信 、
西
濃 、
吉
野
川
等々
乙
の
章で
挙
げ
た
現
象
例
が 、

い
ず
れ
も
語
類に
関
わ
る
漸
移
的
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
に 、
能
登 、
熊

野 、
隠
岐
お
よ
び
各
地
あい
ま
い
ア
クセ
ン
ト
区
域の
は 、
ア
クセ
ン
ト

の
型

に
関
す
る
漸
移
的
変
佑
を
示
し
て
い
る 。
事
実
風即時
の
細
部に
補
訂の
余
地
が

あ
る
と
し
て
も
大
筋の
分
布の
性
質
は 、
ζ
乙
で
い
う
移
行
性
分
布
と
同じ
範

ち
?つ

に
入
る
と
私
は
理
解
す
る
の
で
あ
る
が 、
金
回一
氏 、
平
山
氏
は 、
乙

れ
ら
を 、
ア
クセ
ン
ト

個
有の
自
律
的
な
変
化
が
地
理
的
な
実
現
を
す
る
と
い

う
理
論
で
説
明
し
て
乙
ら
れ
た 。
が 、
そ
の
両
氏
と
い
え
ど
も 、
語
類の
分
裂

に
か
か
わ
る
移
行
性
分
布
は
他
律
的
な
変
化
に
よ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ろ'つ 。

で
は 、
型
に
関
す
る
移
行
性
分
布
な
ら
自
律
的に
成
立
す
る
か 。
型
は
自
律

的
に
変
化
むつ
る
か
ら
そ
の
自
律
的
変
化
を
説
明
す
る
の
が
比
較
方一マ
鞍
だ

ーーーと
し
て
も 、
そ
れ
が
地
理
的
移
行
を
も
説
明
す
る
と
い
う
と
と
ろ
が
私
な

ど
に
理
解
で
き
な
い
と乙
ろ
で 、
時
代
的
な
タ
テ
の
変
化
が 、
地
理
的
な
ヨ
コ

の
分
布に
投
影
さ
れ
る
と
い
う
言
語
地
理
学の
ひ
とつ
の
テ
lゼ

が
逆
手に
と

ら
れ
た
感
を
得
る 。
そ
れ
に 、
型は
ま
た 、
他
律
的(外
的
影
響
に
よ
る
||)

に
も
変
化
し
う
る
の
で
あ
る 。
地
理
的に
関
連
し
あ
う
事
実は
方
言
ど
う
し
の

接
触つ
ま
り
他
律
的
な
影
響
度
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
か 。

乙
う
し
て 、
と
と
に
い
う
移
行
性
分
布の
問
題
は 、
近
畿
式
対
東
京
式 、
多

型
(
弁
別
習
慣
を
有
す
る
方
言)
対一
型
(
弁
別
習
慣
を
有
し
な
い
方-一昌)
と

い
う
異
な
る
体
系
ど
う
し
の
前
後
関
係の
解
釈
上 、
重
大な
争
点
と
な
る
と
と

が
明
ら
か
に
なっ
た 。

注
1 

金
田一
春
彦
氏
創
見
に
な
る
ア
ク
セ
ン
ト

別
の
詰
群 。
二
拍
名
詞
に
l

t5
類
が
あ
る。

注
2

向
坂
鋼
二
氏
は
縄
文
晩
期
の
土
中高
の
分
布
か
ら
三
河
山
間
部
か
ら
遠
江

平
野
部 、
さ
ら

に
大
井
川
流
域
を
同一
の
地
域
図
と
さ
れ
て
い
る
(
季
刊

「
ど
る
め
ん」
8
所
収
「
縄
文
時
代
の
テ
リ
ト
リ
l」

昭
日) 。
久
永
泰
男

氏
ま
た 、
当
時
は
尾
張
か
ら
西
三
河 、
束
三
河
か
ら
遠
江 、
駁
河
湾
沿
岸

地
域
と
は
そ
れ
ぞ
れ
奨
な
る
と
認
め
ら
れ
て 、
三
途
地
方
の
遺
跡
地
図
に

区
画
線
を
入
れ
て一不
さ
れ
た
(
割
愛)
の
で
あ
る
が 、
そ
乙
で
は
渥
美
半

島
先
端
が
別
区
分
に
さ
れ
て
お
り 、
小
稿
で
掲
げ
る
第
1
図
の
区
分
と
き

わ
め
て
類
似
し
て
い
る
ζ
と
が
注
目
さ
れ
る
(
同
番
所
収
「
縄
文
晩
期
の

原
始
共
同
体」) 。
他
に、
三
遠
式
銅
鐸
も
有
名
で
東
限
は
掛
川
市
で
あ

る。
ま
た 、

来
三
河 、
西
三
河
と
は
古
墳
の
分
布
か
ら
も
二
つ
の
固
と
考

え
ら
れ 、
九
世
紀
の
「
国
造
本
紀」
で
穏
の
国
と
さ
れ
て
い
る
の
が
束
三

河
に
あ
た
る。

注
3

浜
松
釈
の
西
南
に
あ
り 、
縄
文 、
弥
生 、
古
墳 、
律
令 、
鎌
倉
の
歴
代

遺
跡
と
し
て
名
高
い 。

注
4

寺
岡
泰
政
氏
「
遠
州
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」
昭
6 0
但
し
最
初
の
論
文
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は
昭
泊 。
柴
田
武
氏
「
愛
知
県
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
分
布」
昭
印 。
稲
垣
滋

子
氏
「
二
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

ll
遠
州
地
方
の
分
布
か
ら」

昭
幻
口
頭 。
山
口
幸
洋
「2
拍
名
詞
2
類
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
言
語
地
理
学

的
研
究」
昭
幻
(「
登
橋
地
方
の
方
言」
所
収) 。

注
5

昭
和
郡
年
当
時
の
浜
名
湖
周
辺
調
査
以
後 、
昭
和
必
年
頃
よ
り
全
域
調

査 。
延
三
百
余
人 。

注
6

三
省
堂
「
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典」
昭
回
に
よ
る。
同
書
編
者

の
秋
永一
枝
氏
に
は
更
に
「
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
第一
次
調
査
報
告」
が
あ

っ
て
「
北 。
虹」
に
つ
い
て
述べ
ら
れ
た 。

注
7

金
田一
春
彦
氏」
静
岡・
山
梨・
長
野
県
下
の
ア
ク
セ
ン
ト」
昭
路

(「
日
本
語
方
言
の
研
究」
昭
臼
所
収) 。

注
8
「
日
本
の
方
言
区
画」
昭
ぬ
所
収 。

注
9

岩
波
講
座
「
日
本
語」
日
「
方
言」
昭
回
所
収 。

注
目
「ア
ク
セ
ン
ト

の
分
布
と
変
遷」
m
ペ 。

注
日

平
山
輝
男
氏
の
有
名
な
説 。

注
ロ

金
田一
春
彦
氏
の
「
東
西
河
ア
ク
セ
ン
ト

の
ち
が
い
が
出
来
る
ま
で」

昭
却
以
来
の
説 。

注
目

つ
日
本
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
諮d
試
論」
昭
幻
(
学
習
院
大
学
園

語
国
文
学
会
誌)

注
U
と
の
考
え
を
私
は
拙
稿
「
兵
庫
県
の
垂
井
式
ア
ク
セ
ン
ト」
昭
必
(
音

声
学
会
会
報
回)
で
述べ
た 。

注
目
と
の
考
え
を
私
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H

国
語
史
と
方
言'
を
め
ぐっ
て」

昭
日
(
国
語
学
附)
で
述べ
た 。

注
m
「
国
語
史
と
方
言
研
究」
昭
必
(
国
文
学
解，
釈
と
鑑
賞
「
方
言
研
究
の

すべ
て」
所
収)
に
よ
る。

注
げ

広
戸
淳
氏 、
大
原
孝
道
氏
「
山
陰
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト」

昭
幻
に
よ

zv 。

注
山崎

馬
瀬
良
雄
氏 、
穂
苅
喜
代
子
氏
「
川
中
島
平
及
び
そ
の
周
辺
地
方
の
ア

ク
セ
ン
ト
分
布」
昭
叫
(
長
野
短
大
紀
要
四)
に
よ
る。

注
MM

野
口
幸
雄
氏
「
新
潟
県
下
越
地
方
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
境
界
線」

昭
日
(乙
と
ば
と
く
ら
し
第
四
号)
参
照 。

注
別

注
目
「
山
陰
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト」
及
び 、
奥
村
三
雄
氏
「
国
語
ア
タ

セ
ン
ト
史
の一
問
題」
昭
回
(
方
言
学
論
叢
所
収)
多
照 。

注
幻
W
・

A
-
グ
ロ
l

タ
l

ス
氏
「
千
葉
県
ア
ク
セ
ン
ト
の
言
語
地
理
学
的

研
究」
昭
担
(
国
語
学
問引
所
収)
に
よ
る。

注
辺

加
藤
信
昭
氏
「
境
界
地
帯
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
問
題
||吉野川流

域を中心として
|i」

昭
必
(
日
本
方
言
研
究
会
発
表
原
稿
集
6
所
収)
に

よ
る。

注
お

山
口
幸
洋
「
西
濃
地
方
K
み
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
の
解
釈」
昭
日

(
日
本
方
言
研
究
会
発
表
原
稿
集
部)
多
照 。

注
川品

注
比
拙
稿
参
照 。

注
お
こ
れ
ま
で
の
私
の
発
表
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る。
主
な
も

の
の
み

あ
げ
る
と

「
能
登
の
ア
ク
セ
ン
ト」

昭
鈎
(
国
語
学
問)

「
ア
ク
セ
ン
ト

型
の
意
味
と
そ
の
比
較」
昭
ω
(
国
語
学
引)

「
三
重
県
南
牟
婁
郡
の
ア
ク
セ
ン
ト」
昭
必
(
国
語
研
究
犯)
ほ
か

「一
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
め
ぐ

る
諸
問
題
に
つ
い
て」
昭
印
(
国
語
学
問)

注
お

金
田一
春
彦
氏
「
比
較
方
言
学
と
方
言
地
理
学」
昭
必
(「
日
本
語
方

言
の
研
究」
所
収)

本
稿
の
主
旨
は
昭
和
田
年
秋
季
国
語
学
会
(
広
応
大
学)
で
発
表
し
た 。
そ

の
節
及
び
そ
の
後
に
お
い
て 、
ど
質
問
ど
助
言
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
に
厚
く
御

礼
申
上
げ
た
い 。
徳
川
宗
賢
氏
か
ら
は
私
信
で 、
「
移
行
性
分
布」
は
言
語
学

で
い
う

ク
ラ
イ
ン
口-
20
(
生
物
学
上
の
地
域
的
述
続
変
異
の
応
用
概
念)
に

相
当
す
る
と
の
ど
教一示
を
頂
い
て 、
今
後
の
考
察
に
有
益
で
あ
る
と
感
じ
た 。
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論
文
化
し
て
提
出
し
た
D
は
十
二
月
中
旬
で
あっ
た 。
と
と
ろ
で 、
本
年
八

月
に
初
校
が
届
く
前
の
そ
の
聞
に
上
野
善
道
氏
の
論
文
二
筒
「
新
潟
県
に
お
け

る
中
輪
外
輪
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
境
界
線」
(
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
錨

2) 、
「
鳥
取
県
にお
け
る
中
輪・
外
輪
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
境
界
地
帯
調
査
報

告」
(
東
京
大
学
文
学
部
言
語
学
演
習
旬)
が
発
表
さ
れ
て
い
る。
同
論
文
を

本
稿
に
参
照
で
き
な
か
っ
た
の
は 、
時
期
的
な
行
き
違
い
に
よ
る
の
で
あ
る
が 、

後
日

の
た
め
お
断
わ
り
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う 。
上
野
氏
の
論
文
が
二
拍

名
詞
二
類
ア
ク
セ
ン
ト

に
関
す
る
地
理
的
移
行
分
布
の
現
象
を
と
り
あ
げ
ら
れ

た
上
に、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

の
成
立
の
前
後
関
係
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る

点 、
拙
稿
と
共
通
の
関
心
事
を
お
示
し
に
なっ
た
と
と
は
悶
皮
の
至
り
で
あ

る。
そ
の
上 、
当
然
と
い
うべ
き
か
も
し
れ
な
い
が 、
同
論
文
に
お
い
て
も

「
漸
居
的
移
行」
と
か
「
自
律
成
立
説」
な
る、
拙
稿
と
酷
似
す
る
用
語
が
見

受
け
ら
れ
た
と
と
で 、
と
つ
ぜ
ん
な
が
ら
寺
田
寅
彦
の
随
筆
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ

の
木」
が
思
い
出
さ
れ
た
乙
と
も
告
白
し
て
お
乙
う 。
同
じ
一事
象
を
眼
前

に
し
て
誰
し
も
同
じ
問
題
意
識
に
か
ら
れ
る
と
い
う
と
と
は
自
然
で
あ
る。
術

語
と
そ
の
観
念
の
普
及
が
新
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
を
祈
り
た
い 。

(U
・
8・
5
追
記)

アクセ ン ト に おける移行性分布の解釈

85 


